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蟹軽懸
QMS再 設計の提言
「QMSの 有効性は設計段階で決まる」

取材/編 集部

iSO研修機関・テクノファのQMS人

気講師三羽烏である平林良人 (テクノ

ファ代表取締役)氏、国府保周氏、寺

音□哲央氏が揃ったセミナーが3月26日

午後、東京 ・大井町で開催された。テ
ーマは「QMS再 設計の提言 ～ QMS

の有効性は設計段階で決まる～」。3

氏の講演の一部をここに紹介する。

「QMS再設計の提言」

IS0 9001認証組織からよく、「審査や

内部監査では不適合はほとんど出て

いないし、QMSで 決めたこともきちん

とやっているのに、品質が向上しない

し、クレームも減らない」といった声を

聞く。なぜ今のQMSで 効果が上がら

ないのか。組織にはそれぞれ特徴が

あり、同じ組織というものが存在しな

いように、本来は同じQMSと いうのも

存在しないはずである。今のQMSが

組織の実態を反映したものになってい

ないのではないだろうか ? 今 の

QMSは 、経営環境の変化に応じて変

化しているだろうか?

IS0 9001規格は一般的に書かれて

いる。だから、それを自社にどう当て

はめなければならないのかを考えて、

QMSを 構築する必要がある。それを

考えるのがQMSの 設計であり、本日の

テーマである。QMSの 設計が影響を

受ける要素はIS0 9oolの序文の「0.1
-般

」のう～0の 6項目である(図表1)。

QMSを 設計するにあたり、要求事項

を自分の組織向けに特定化しなけれ

ばならない。その際、見落としてはな

らないのが、「O① をしなければならな

いJという言葉の前に、特定化する形

容詞が付いている場合が多いことだ

(図表2)。

例えば、「必要なO① をしなければ

ならない」「道切な①Oを しなければな

らないJ「該当する①①をしなければ

ならないJなどである。こういった形容

詞に注意しながら、QMSの 設計が影

響を受ける「序文 0.1-般」づ～9の6

つの事項をチェックしてみよう。

つ～うの中から、必要な、あるいは適

切な、あるいは該当するものをデザイ

ンしなければならない。それは、各社

各様のはずである。それができていな

かったから、「QMSで 効果が上がらな

t 」ヽという声が上がってきたのではな

いか。そこで今回、QMSの 再設計を

提言する次第である。

また、QMs再 設計にはプロセスァプ

ローチが必須である。プロセスには①

マネジメントプロセス(組織の戦略、総

合管理に関するプロセス)②主要プロ

セス(顧客エーズに合った製品を提供

するに至るまでの付加価値を付けるプ

ロセス)③支援プロセス(組織の各種機

能をサポートするプロセス)の3つがあ

り、実施レベルとしては組織レベル、

部門レベル、個人レベルがある。これ

らのプロセスと階層を立体的に把握し

てプロセス設計をしなければならない。

最後に、実行できるルールのもとで

日常管理が徹底されていることがシス

テムを運営する上での基本である。

国府保周氏

「是正処置日予防処置の実
施場面の多様性/好 事例
紹介」

現場で「やっちゃったJ「しまった」

「お前のせいだ」といった言葉が出た

ら、それは是正処置の対象。一方、「も
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図表 l QMSの 設計が影響を受ける6項目とその例

序文 01 -般 (一部抜粋)        ■ 例えば……

al 組織環境、組織環境の変化、及び

品質マネジメントシステムの採用は、組      組 織環境に関するリスク

織の戦略上の決定によることが望ましい。 |   ◇ C02の 25%削 減、高齢化社会、デフ

組織における品質マネジメントシステムの  i   レ 、雇用形態、競合イし社の動向etc_

設計及び実施は、次の事項によって影響    bヽ  多 様なニーズ

を受ける。                 ◇ いいものを安く、高機能・高品質だけ

では満足しない、価値観の多様化 etc

a)組 織環境、組織環境の変化、及び組     c)固 有の目標

織環境に関するリスク           ◇ 創業者の理念 (社会奉仕など)、地理

b)多 様なニーズ               的 要因、商品ブランドカetc

c】 固有の目標               dヽ  提 供する製品

d  ヽ提 供する製品              ◇ ハードウェア/ソ フトウェア/サ ービ

e  ヽ用 いるプロセス              ス 、市場型/契 約型、環境緩和型 eic

e)用 いるプロセス

◇量産型/個 別対応型、装置型/知 識

型、単純/複 雑 etc

生_規 模及び組織構造

◇従業員致、組織ネットワーク、取引先

関係、フランチャイズ事業 etc

しかするとJ「やばい!」「何か起きそうJ

といった言葉が出たら、それは予防処

置の対象。一方、品質目標のテーマで

見てみると、「問題解決」がテーマであ

るなら、是正処置 ・予防処置の対象。

「課題達成Jがテーマであるなら、予防

処置・改善の対象。是正・予防処置の

記録については、もう一度見る必要が

あるものを記録に残すべきであるから、

まず記録の使い道を決めることだ。そ

うすると、その記録をどのように管理

すべきかが自ずと決まってくる。

QMSの 再設計について、2つのポイ

ントを挙げたい。まず第一に「規格か

ら物事を見るから道を誤る。物事から

規格を見た方が正しい率が高いJとい

うこと。第二に「専門用語は、ある種の

F上から目線』であり、ISOに面倒なこと

を持ち込んだ悪役」ということ。規格

は共通語だが、社内は方言でいい。
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寺部哲央氏
「設計 と開発の効果的運
用/好 事例紹介」

IS0 9001では、設計をどのような順

番で考えればよいか。私は、まず「7.3

設計 ・開発」で、いかに利益を出す設

計仕様にするかを決め、「7.1製品実現

の計画」で、7.3で決めた仕様を、どの

ように具体化するかを決め、そして

「7.5製造及びサービス提供Jで、7.1で

決めた内容に基づいて、具体的に顧

客に渡せるように実行する、というよう

に考えればよいと思う。

例 えば、ホテルの場合は、製品は

「快適で、安全な宿泊サービスJであり、

「73」は「快適な宿泊であるための条

件、安全な宿泊であるための条件Jで

あり、「7.1」で、「どのように実施するか

を具体化、手順化」し、「75」で「手順

に従って、運用」することである。

また、塗装業の場合は、製品は「美

しく輝 く、深みのある塗装」であり、

「7.3Jは「塗装仕様書の決定(塗料配合、

塗膜厚 さ、感想条件 あど)」であり、

「71Jで 、「仕様書をどのように具体化

するかの手順書を作成Jし、「7.5」で

「手順書に基づく塗装を実施Jすること

である。

講演後3氏は、続いて開催されたパ

ネルディスカッションのパネリストとして

参加、参加者から事前に集められた質

問事項への回答と、フロアとの質疑応

答を行った。▼

図表2 特 定化する形容詞をチェック1

「一般化」を「特定化」する形容詞に気を

つけよう1

伊」えば……Ⅲ・

必要な○○をしなければならない。

適切な○○をしなければならない。

該当する○○をしなければならない。

要求事項で言うと、例えば……

63 イ ンフラストラクチャー

組織は、製品要求事項への適合を達

成するうえで必要とされるインフラストラ

クチャーを明確にし、提供し、維持しな

ければならない。

53 品 質方針

a)組 織の目的に対して義

732 設 計・開発へのインプット

b)適 用される法令 ・規制要求事項
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